
飢餓撲滅と食料安全保障のカギを握るアグロエコロジー 

 

【ローマ IDN＝ジャヤ・ラマチャンドラン】 

 

国連食糧農業機構（FAO）によれば、全ての人を養うのに十分な食料が世界で生産されて

いるにも関わらず、依然として８億１５００万人が飢えている。２０５０年までに１００

億人にまで増えると見込まれる世界の人口が必要とする食料を十分得られるようにするこ

とは、国際社会が直面している最大の課題の一つだ。専門家らは、アグロエコロジーにひ

とつの解決策を見出している。 

 

専門家によると、アグロエコロジーを普及することによって、従来の化石燃料に依存する

工業化された農業に代わって、持続可能な食料・農業システムへと移行することが可能だ

という。これは、食料安全保障と栄養をすべての人に保証し、社会的・経済的平等をもた

らし、農業が依存する生物多様性とエコシステムを保全するものだ。 

 

FAO のジョゼ・グラジアノ・ダ・シルバ事務局長は、４月３～５日にローマの FAO 本部

で開催された第２回国際アグロエコロジーシンポジウムの閉会あいさつで、「家族経営の農

家（世界の食料のうち約８割をまかなっている）が、今後もアグロエコロジー導入の中心
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に据えられるべきです。」と語った。 

 

ダ・シルバ事務局長は、「今こそ、アグロエコロジーの実

行を加速すべき時です。」「私たちは、かつてアグロエコ

ロジーとは何かを議論していた段階から、今では今後数

年で達成すべき特定の事業目標を持ち、このシンポジウ

ムを成功させるべく尽力いただいている市民社会や各国

政府から強い支持を得られるところまで、歩みを進めて

きました。」と語った。 

 

ダ・シルバ事務局長はまた、「私たちは、アグロエコロジ

ーについて語る際、単に技術的な問題を語っているので

はありません。むしろ社会的な側面を強調したいのです。

つまり、FAO の業務の中でアグロエコロジーの役割を強

化すると言えば、それは、家族や小農、漁民、牧畜業者、女性や若者の役割を強調するこ

とを意味しています。」と語った。 

 

さらにダ・シルバ事務局長は、「家族農業の１０年」（２０１９～２８）と「栄養のための

行動の１０年」（２０１６～２５）を、家族農業とアグロエコロジー、持続可能な開発の間

の有益な繋がりに対する認識を高める機会として強調した。 

 

シンポジウムでは、アグロエコロジーの規模を拡大することが、２０１５年９月に国際社

会が承認した持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための重要な要素であるとはっきり

と理解する必要性が強調された。SDGs の第２目標は「飢餓に終止符を打ち、食料の安定確

保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する」ことを目標として

いる。 

 

シンポジウムには、７２カ国の政府、約３５０の市民団体や非政府組織、６つの国連機関

から７００人以上が参加した。 

 

シンポジウムの「まとめ」を発表したブラウリオ・フェレイラ・デソウザ・ディアス議長

は、「アグロエコロジーは、数多くの利益をもたらしてくれます。」と指摘したうえで、具

体例として、（アグロエコロジーは）食料安全保障やレジリエンス（＝リスク対応能力）を

増し、暮らしや地域経済を向上させ、食料生産と食事を多様化し、健康と栄養を促進し、

天然資源や生物多様性、生態系の機能を保護し、土壌の肥沃度と健全性を向上させ、気候

変動への対応を容易にし、気候変動を緩和し、地域に根付いている文化や伝統的な知の体
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系を守ることにつながる、と語った。 

 

ディアス議長はまた、「アグロエコロジーを基盤とした持

続可能な農業や食料システムに向けた変革を可能にし、

土地や水、種子といった生産資源に対する農民の権利と

それらへのアクセスを尊重し保護し満たすような方法で、

法的・規制の枠組みを実行することが極めて重要です。」

と語った。 

 

「議長まとめ」はまた、関係者による「緊急に必要な」

取り組みのリストを挙げるなど、前進する道筋を示している。各国政府に対しては、アグ

ロエコロジーや持続可能な食料システムを促進・保護し、持続不可能な農業への「逆向き

のインセンティブ」を取り除く政策的・法的枠組みを策定するよう呼びかけた。 

 

「議長まとめ」はまた FAO に対して、アグロエコロジーに関する詳細な１０年行動計画を

策定し、「アグロエコロジー強化イニシアチブ」の履行を開始するよう求めた。 

 

消費者や市民に対しては、食料システムにおける変革の担い手として行動し、責任ある消

費を促進するよう呼びかけた。ドナーに対してはアグロエコロジーへの長期的投資を増や

すよう呼びかけ、学界や研究機関に対してはアグロエコロジー研究の強化を呼びかけた。 

 

シンポジウムと並行して、世界未来評議会（WFC)が FAO や IFOAM・オーガニクスイン

ターナショナルと共催して、アグロエコロジーの実施に向けた環境整備に貢献する先進的

な政策を世界的に表彰する「２０１８年未来政策賞」を開始した。受賞式は２０１８年後

半にローマの FAO 本部で開かれる。 

 

「２０１８年未来政策賞」は、FAO、世界未来評議会、IFOAM・オーガニクスインターナ

ショナルが主催し、国際グリーンクロス、DO-IT（オランダオーガニック国際貿易）、セケ

ムグループ（エジプト）が後援している。 

 

人類の緊急な課題に取り組むもっとも先見の明のある政策に対して、毎年、未来政策賞が

授与されている。これまでに、人間ではなく政策を表彰する世界で唯一の賞である。世界

未来評議会は国連機関と協力して２０１０年以来この賞を与えている。 
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「今年の未来政策賞は、持続可能な農業を実現する実証済みの解決策を明らかにすること

になるでしょう。世界未来評議会は、将来世代の利益のためにアグロエコロジーを推進す

る最高の政策を特定し、普及していくために、FAO との協力を一層推進する決意です。す

でに影響力を及ぼしている政策から学ぶことが非常に重要です。」と、世界未来評議会のア

レクサンドラ・ワンデル会長は語った。 

 

「世界の指導者や国連総会は、すべての人にとっての健康的な栄養摂取を達成し、社会の

不正義や気候変動、生物多様性の損失に対処するアグロエコロジーの潜在力を、認識して

います。」「私たちは、正しい政策枠組みが変革をなしとげた事例を多くの国で見てきまし

た。そうした革新的な政策を積極的に広め報いていこうではありませんか！」と IOFAM・

オーガニクスインターナショナル世界理事会のペギー・マイアーズ理事長は語った。
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